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開会 午前１０時０５分 

 

◎開会及び開議の宣告 

○議長（髙久武男君） おはようございます。 

  本日招集になりました平成17年第４回那須塩原

市議会定例会は、議員各位のご参集をいただき、

ここに開会の運びとなりました。 

  議員の皆様におかれましては、那須塩原市民の

11万5,000の代表として、今後議会運営に当たっ

ていただきたいと思います。 

  本定例会においては、市長提出として28件の議

案が提出されることになっております。議員各位

には、慎重に審議を尽くされ、また、議会運営に

つきましても特段のご協力をお願い申し上げまし

て、開会のあいさつとさせていただきます。 

  議場の皆さんに申し上げます。上着の脱着は、

脱がれる方は脱いでも結構だと思います。 

  ただいまから平成17年第４回那須塩原市議会定

例会を開会し、直ちに本日の会議を開きます。 

  ただいまの出席議員は32名であります。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議事日程の報告 

○議長（髙久武男君） 本日の議事日程は、お手元

に配付のとおりであります。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎会議録署名議員の指名 

○議長（髙久武男君） 日程第１、会議録署名議員

の指名について。 

  会議録署名議員に 

    ３番 眞 壁 俊 郎 君 

    ４番 阿 部 寿 一 君 

 を指名いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎市長あいさつ 

○議長（髙久武男君） 市長からあいさつがありま

す。 

  市長。 

〔市長 栗川 仁君登壇〕 

○市長（栗川 仁君） おはようございます。 

  開会に当たりまして、一言ごあいさつを申し上

げます。 

  本日は、平成17年第４回那須塩原市議会定例会

を招集させていただきましたところ、議員の皆様

方には何かとお忙しい中、ご参集を賜り、誠にあ

りがとうございます。 

  さて、那須塩原市が発足いたしましてから、既

に５カ月余りを経過し、平成17年度事務事業も現

状におきましては順調に執行されているものと思

っております。また、この時期に多くの団体にお

きまして、那須塩原市の全域を包含した連合会や

連絡協議会等が設立され、組織や事業の拡大等に

積極的に取り組んでいただいております各界各層

におきまして、那須塩原市としての基盤が整いつ

つあるもので、これに並行して、市といたしまし

ても「活力を創造する那須塩原市」にふさわしい

事業について、今後とも議員各位のご理解とご協

力をいただきながら取り組んでまいりたいと考え

ておりますので、よろしくお願いを申し上げます。 

  さて、今回の市議会定例会にご提案を申し上げ

ます議案は、市の助役、収入役、並びに市議会議

員のうちから選任いたします監査委員の選任案件、

人権擁護委員の候補者の推薦など人事案件４件、

平成17年度の補正予算案件が３件、条例案件が３

件、契約の締結案件が２件、その他の案件が５件、

－17－ 



さらに報告案件として、繰越計算書の報告が６件、

公社等の経営状況報告が４件、専決処分の報告が

１件の、合計28件の案件を提案申し上げます。 

  内容につきましては、この後の提案説明の中で

詳細を申し上げますが、行政執行上、いずれも重

要な案件でございますので、よろしくご審議の上、

ご決定くださいますようお願いを申し上げまして、

開会に当たりましてのごあいさつにかえさせてい

ただきます。 

  よろしくお願いいたします。 

○議長（髙久武男君） 市長のあいさつが終わりま

した。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎会期の決定 

○議長（髙久武男君） 次に、日程第２、会期の決

定についてを議題といたします。 

  本定例会に先立ち、議会運営委員会が開催され

ておりますので、議会運営委員長の報告を求めま

す。 

  議会運営委員長、26番、菊地弘明君。 

〔議会運営委員長 菊地弘明君登壇〕 

○議会運営委員長（菊地弘明君） おはようござい

ます。 

  議会運営委員会のご報告を申し上げます。 

  本定例会における会期の日程、議案の取り扱い、

その他議会運営上必要な事項を協議するため、去

る６月３日午前10時より第４委員会室において、

委員全員、正副議長、市長以下執行部関係者出席

のもと、議会運営委員会を開催いたしました。 

  まず、本定例会の会期について申し上げます。 

  会期については、本日６月10日より６月27日ま

での18日間といたします。会期内の日程の詳細に

ついては、配付された会期日程表のとおりといた

します。 

  本定例会に提出される案件は、市長提出議案と

して人事案４件、補正予算案３件、条例案３件、

その他の案件７件、報告11件の計28件であります。 

  次に、議案の取り扱いについてでありますが、

同意第５号から同意第８号までの人事案件、並び

に議案第68号、第69号及び第71号の、合わせて７

件については、即決扱いといたします。 

  即決案件と報告11件を除く10件については、関

係常任委員会に付託をし、審査を行うことといた

します。 

  次に、追加議案について申し上げます。 

  市長提出による追加議案の予定はありませんが、

議員提出による追加議案として、那須塩原市農業

委員会委員の推薦、全国市議会議長会からの要請

に基づく２件の意見書提出、及びこの後述べる陳

情の審議いかんによっての意見書の提出などが予

定されますが、その際には、いずれも即決扱いと

いたします。 

  議案に対する質疑は、同一議題につき１人３回

まで、時間は15分以内で、連続して行うこととい

たします。 

  討論は同一議題につき賛成、反対、それぞれ５

人まで、時間は１人10分以内といたします。 

  次に、市政一般質問について申し上げます。 

  市政一般質問は、質問回数の制限はなく、時間

は１人40分以内とし、１回目の質問に通告したす

べての項目を行うこととします。質問通告者は15

名であり、日程上、６月14日に４名、15日に４名、

16日に４名、17日に３名の４日間といたします。 

  最後に、請願・陳情について申し上げます。 

  新規に受理した請願が１件、陳情が４件ござい

ます。配付された請願・陳情等文書表のとおり、

関係常任委員会に付託をし、審査を行うこととい

たします。 
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  以上が、議会運営委員会における審議の結果で

あります。 

  議員各位におかれましては、円滑な議会運営に

ご協力をお願い申し上げまして、報告といたしま

す。 

○議長（髙久武男君） 報告が終わりました。 

  ただいまの報告について質疑を許します。 

  12番、早乙女順子君。 

○１２番（早乙女順子君） まず、議案のところの

取り扱いのところで、私、議運を傍聴していまし

て、どうしてあの説明で議運のところで納得され

たのか、ちょっとわからなかったので説明を加え

ていただきたいんですけれども。 

  まず、議案第70号、契約の締結ですけれども、

このときに議運の中のやりとりの中では、この工

事に関する費用が委託料に組み替えがなったと思

うんですけれども、その組み替えが議会の議決を

経ない前に随契で契約がなされて、それについて

の議会の議決を求めるということで、これは順番

的におかしいのではないかというやりとりがあっ

たと思うんですけれども、そのとき、総務部長の

「ご理解をいただきたい」ということで、なぜご

理解をいただきたいというだけで、どうしてこれ

が可能なのかということの説明が私にはわからな

かったんですけれども、議運ではそこの点納得さ

れていたようなので、どうしてそれを納得なされ

たのか、委員会としてどうして納得したのか、ち

ょっと議運の委員長のほうから経過を説明してい

ただきたいというふうに思います。 

○議長（髙久武男君） 議運委員長、26番、菊地弘

明君。 

○議会運営委員長（菊地弘明君） この議会運営委

員会は、議案の取り扱いを審議する場であります。

この70号議案につきましては、関係常任委員会に

付託をして、そこで内容を審議していただくとい

うことになっておりますので、そういうことで理

解をいただきたいと思います。 

○議長（髙久武男君） 早乙女順子君。 

○１２番（早乙女順子君） ということは、この取

り扱いに関して、予算と、それと契約の締結につ

いては常任委員会のところで、そこも含めてなさ

るという、そういう理解でよろしいんでしょうか。 

○議長（髙久武男君） 26番、菊地弘明君。 

○議会運営委員長（菊地弘明君） 先ほどご報告申

し上げましたように、70号議案につきましては、

関係常任委員会に付託しておりますので、その中

で審議をしていただくということでお願いをして

おります。 

○議長（髙久武男君） 次に、４番、阿部寿一議員。 

○４番（阿部寿一君） 先ほど、議運の委員長の報

告の中で、即決案件ということで報告がございま

した。この中で71号議案、いわゆる契約の案件で

ございますけれども、即決案件として取り扱うた

めに、議案の資料の追加の発言が委員会であった

かどうか。つまりどういうことかといいますと、

71号議案の入札の結果の資料を追加資料として出

してほしいというような意見が、議会運営委員会

の中であったのかないのか、その点についてお尋

ねをいたします。 

○議長（髙久武男君） 答弁を求めます。 

  26番、菊地弘明君。 

○議会運営委員長（菊地弘明君） ありませんでし

た。 

○議長（髙久武男君） よろしいですか。 

○４番（阿部寿一君） 了解です。 

○議長（髙久武男君） 他にございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（髙久武男君） ないようですので、質疑を

終了することにご異議ございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 
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○議長（髙久武男君） 異議なしと認めます。 

  本定例会の会期は、ただいまの議会運営委員長

の報告のとおり、本日から６月27日までの18日間

とし、議案の取り扱い等についても議会運営委員

長報告のとおりとすることで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（髙久武男君） 異議なしと認めます。 

  よって、本定例会の会期は、本日から６月27日

までの18日間と決しました。 

  また、議案の取り扱い等についても、議会運営

委員長のとおりといたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

○議長（髙久武男君） 次に、お諮りをいたします。 

  本定例会における議案上程の際の議案朗読は省

略をいたしたいと思いますが、異議ございません

か。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（髙久武男君） 異議ありませんので、本定

例会における議案上程の際の議案朗読は省略をい

たします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎同意第５号の上程、説明、質疑、

討論、採決 

○議長（髙久武男君） 次に、日程第３、同意第５

号 助役の選任についてを議題といたします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

  市長。 

〔市長 栗川 仁君登壇〕 

○市長（栗川 仁君） 同意第５号 助役の選任に

ついて、提案のご説明を申し上げます。 

  本案につきましては、坪山和郎氏を助役に選任

いたしたく、地方自治法第162条の規定に基づき、

議会の同意を求めるものであります。 

  坪山和郎氏は、昭和52年に栃木県に奉職された

後、現在までに企画部広報課長補佐、生活環境部

文化振興課長補佐、商工労働観光部観光課主幹兼

観光課長補佐、出納局会計課主幹兼会計課長補佐

と要職を歴任しており、行政に関する知識、経験

ともに豊富で人望も厚く、助役として適任と考え、

議会の同意を賜りたくご提案を申し上げる次第で

あります。 

  よろしくご審議の上、ご同意くださいますよう

お願い申し上げます。 

○議長（髙久武男君） 説明が終わりました。 

  本案について、質疑を許します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（髙久武男君） 質疑がないようですので、

質疑を終了することでご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（髙久武男君） 異議なしと認めます。 

  よって、質疑を終了し、討論を許します。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（髙久武男君） 討論がないようですので、

討論を終結することでご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（髙久武男君） 異議なしと認め、討論を終

結いたします。 

  これより採決いたします。 

  同意第５号については、原案のとおり同意する

ことで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（髙久武男君） 異議なしと認めます。 

  よって、同意第５号については、原案のとおり

同意することに決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 
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◎同意第６号の上程、説明、質疑、

討論、採決 

○議長（髙久武男君） 次に、日程第４、同意第６

号 収入役の選任についてを議題といたします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

  市長。 

〔市長 栗川 仁君登壇〕 

○市長（栗川 仁君） 同意第６号 収入役の選任

について、提案のご説明を申し上げます。 

  本案につきましては、折井正幸氏を収入役に選

任いたしたく、地方自治法第168条第７項の規定

により、議会の同意を求めるものであります。 

  折井正幸氏は、昭和40年、西那須野町に奉職さ

れた後、経済部長、福祉部長、総務部長、そして

平成14年11月から合併までの間、収入役として要

職を歴任されており、行政に関する知識、経験と

もに豊富で人望も厚く、収入役として適任と考え、

議会の同意を賜りたくご提案を申し上げる次第で

あります。 

  よろしくご審議の上、ご同意くださいますよう

お願い申し上げます。 

○議長（髙久武男君） 説明が終わりました。 

  本案について、質疑を許します。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（髙久武男君） 質疑がないようですので、

質疑を終了することに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（髙久武男君） 異議なしと認めます。 

  よって、質疑を終了し、討論を許します。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（髙久武男君） 討論がないようですので、

討論を終結することで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（髙久武男君） 異議なしと認め、討論を終

結いたします。 

  これより採決いたします。 

  同意第６号については、原案のとおり同意する

ことで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（髙久武男君） 異議なしと認めます。 

  よって、同意第６号については、原案のとおり

同意することに決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎同意第７号の上程、説明、質疑、

討論、採決 

○議長（髙久武男君） 次に、日程第５、同意第７

号 監査委員の選任についてを議題といたします。 

  本案については、22番、相馬司君は、地方自治

法第117条の規定により、除斥の対象となります

ので、退席を求めます。 

〔２２番 相馬 司君退席〕 

○議長（髙久武男君） 本案について、提案理由の

説明を求めます。 

  市長。 

〔市長 栗川 仁君登壇〕 

○市長（栗川 仁君） 同意第７号 監査委員の選

任について、提案のご説明を申し上げます。 

  監査委員につきましては、地方自治法並びに本

市の条例の規定により、２名を選任することとさ

れておりますが、現在、議員のうちから選任いた

します監査委員が欠員となっております。 

  つきましては、議員のうちから選任いたします

監査委員として、相馬司氏を選任いたしたくご提

案するものであります。 

  相馬司氏は、平成６年から西那須野町議会議員

を長く務められ、那須塩原市の発足に当たりまし

ても西那須野町議会議長としてご尽力をいただい
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た方であり、行政に関する知識、経験とも豊富で

人望も厚く、公平、公正な態度で監査できるもの

と確信し、地方自治法の規定に基づき、監査委員

の選任について議会の同意を求めるものでありま

す。 

  よろしくご審議の上、ご同意くださいますよう

お願いを申し上げます。 

○議長（髙久武男君） 説明が終わりました。 

  本案について、質疑を許します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（髙久武男君） 質疑がないようですので、

質疑を終了することで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（髙久武男君） 異議なしと認めます。 

  よって、質疑を終了し、討論を許します。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（髙久武男君） 討論がないようですので、

討論を終結することで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（髙久武男君） 異議なしと認め、討論を終

結いたします。 

  これより採決いたします。 

  同意第７号については、原案のとおり同意する

ことで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（髙久武男君） 異議なしと認めます。 

  よって、同意第７号については、原案のとおり

同意することに決しました。 

22番、相馬司君の着席を求めます。 

〔２２番 相馬 司君着席〕 

○議長（髙久武男君） 相馬司君に申し上げます。 

  ただいま、同意第７号については、原案のとお

り同意されました。 

  この際、自席からごあいさつを願います。 

○２２番（相馬 司君） ありがとうございました。

一言ごあいさつを申し上げます。 

  ただいまは、監査委員の選任に当たり、同意を

いただきまして、重ねてお礼を申し上げる次第で

ございますが、今までに議会で得ました委員長、

議長の経験を生かしながら、また企業の経理も経

験しておりますので、職務に当たりたいという考

えでございますが、新時代の行政は企業的感覚、

感知を組み入れながら行うのも大切かと考えなが

ら、努力、尽力をいたしたいと思いながら、皆様

方のご指導、ご協力をお願い申し上げまして、あ

いさつといたします。 

  よろしくお願いいたします。 

○議長（髙久武男君） あいさつが終わりました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎同意第８号の上程、説明、質疑、

討論、採決 

○議長（髙久武男君） 次に、日程第６、同意第８

号 人権擁護委員の候補者の推薦についてを議題

といたします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

  市長。 

〔市長 栗川 仁君登壇〕 

○市長（栗川 仁君） 同意第８号 人権擁護委員

の候補者の推薦について、提案のご説明を申し上

げます。 

  本案は、国民に保障されている基本的人権を擁

護し、自由、人権、思想の普及高揚を図るため、

本市における人権擁護委員の推薦について、人権

擁護委員法の規定に基づき、議会の意見を求める

ものであります。 

  今回、委員13名のうち、栃澤菊惠委員が平成17

年９月30日をもって任期満了を迎えますが、知識

経験とも豊富で人望も厚く、人権擁護委員として
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ふさわしい方でありますので、引き続き推薦する

ものであります。 

  よろしくご審議の上、ご同意くださいますよう

お願い申し上げます。 

○議長（髙久武男君） 説明が終わりました。 

  本案について、質疑を許します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（髙久武男君） 質疑がないようですので、

質疑を終了することで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（髙久武男君） 異議なしと認めます。 

  よって、質疑を終了し、討論を許します。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（髙久武男君） 討論がないようですので、

討論を終結することで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（髙久武男君） 異議なしと認め、討論を終

結いたします。 

  これより採決いたします。 

  同意第８号については、原案のとおり同意する

ことで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（髙久武男君） 異議なしと認めます。 

  よって、同意第８号については、原案のとおり

同意することに決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第６８号の上程、説明、質

疑、討論、採決 

○議長（髙久武男君） 次に、日程第７、議案第68

号 那須塩原駅西土地区画整理事業の換地処分に

よる新町名設定に伴う関係条例の整理に関する条

例についてを議題といたします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（君島 寛君） 議案第68号 那須塩原

駅西土地区画整理事業の換地処分による新町名設

定に伴う関係条例の整理に関する条例について、

提案のご説明を申し上げます。 

  那須塩原駅西土地区画整理事業の換地処分の結

果、平成17年６月18日から区画整理事業の施行区

域内の町名、地番が変更となります。 

  これに伴いまして、換地処分前の町名、地番を

記載しております６件の条例について改正を必要

とすることから、これらの一部改正を一括して行

うための条例について、議会の議決を求めるもの

であります。 

  よろしくご審議の上、ご決定くださいますよう

お願い申し上げます。 

○議長（髙久武男君） 説明が終わりました。 

  本案について、質疑を許します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（髙久武男君） 質疑がないようですので、

質疑を終了することでご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（髙久武男君） 異議なしと認めます。 

  よって、質疑を終了し、討論を許します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（髙久武男君） 討論がないようですので、

討論を終結することで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（髙久武男君） 異議なしと認め、討論を終

結いたします。 

  これより採決いたします。 

  議案第68号については、原案のとおり決するこ

とで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（髙久武男君） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり決しました。 
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─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第６９号の上程、説明、質

疑、討論、採決 

○議長（髙久武男君） 次に、日程第８、議案第69

号 非核平和都市宣言についてを議題といたしま

す。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

  市長。 

〔市長 栗川 仁君登壇〕 

○市長（栗川 仁君） 議案第69号 非核平和都市

宣言について、提案の説明を申し上げます。 

  今回提案申し上げます非核平和都市宣言につき

ましては、合併前の３市町において宣言をしてい

たものを、改めて那須塩原市として宣言をいたし

たく、議会の議決を求めるものであります。 

  旧黒磯市におきましては昭和62年12月16日に、

旧西那須野町におきましては昭和63年６月15日

に、旧塩原町におきましては平成３年９月10日に

それぞれ宣言をいたしており、那須塩原市におい

ても「持たず、つくらず、持ち込まず」の非核３

原則を守り、「人と自然がふれあう やすらぎの

まち 那須塩原」にふさわしいまちづくりを達成

するため、恒久的な平和を願い、非核平和都市宣

言をするものであります。 

  よろしくご審議の上、ご決定くださいますよう

お願い申し上げます。 

○議長（髙久武男君） 説明が終わりました。 

  本案について、質疑を許します。 

  12番、早乙女順子君。 

○１２番（早乙女順子君） 旧黒磯市のこの非核平

和都市宣言をいたしまして、そのときにつくった

パンフレットに誤植がありまして、それが非核３

原則を「持たず、つくらず、持ち込ませず」のと

ころを「持ち込まず」というふうに誤植がありま

したけれども、今提案された市長の原稿も誤植だ

ったというふうに私は思います。 

  その「持ち込ませず」ですけれども、今これが

とても形骸化されております。アメリカからの港

への寄港に対しては、何遍聞いても、核が搭載さ

れているか搭載していないかが、長崎市長が聞い

ても、いつも答えがなかったということで、この

「持ち込ませず」ということは形骸化されている

のが現状です。 

  今のは、きっと原稿の誤植だったというふうに

思いますけれども、この非核３原則を堅持すると

いうことで、私たちは平和を守るための宣言をす

るわけです。これを宣言するということで、どう

いうことを宣言したことで、行政はもちろん、旧

３市町村でそれぞれ宣言しておりますので、自覚

があると思うんですけれども、新たに那須塩原市

として宣言をいたすわけですので、この宣言した

ことによってどのようなことを効果として考えて

いて、提案なさったのか、ありましたら聞かせて

ください。 

○議長（髙久武男君） 総務部長。 

○総務部長（君島 寛君） それでは、お答えをし

たいと思います。 

  議案書の18ページに、都市宣言条文が載ってお

りますけれども、議員各位ご案内のとおり、日本

におきましては唯一の被爆国というふうなことで

ございます。そういった経験を十分に生かしなが

ら、日本としては世界にそういった意見を発信し

ていくというふうな形を以前からもとってきたは

ずでございますし、今後とも那須塩原市におきま

しても、そういった基本的な考え方を持ちまして、

非核平和、そういったものにもろもろの対応を図

っていきたいというふうに考えているところであ

ります。 
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  今現在、具体的に何をするかというものはござ

いませんけれども、今後こういった宣言をいたし

ますので、これらについては十分にそういった行

事等々については検討を加えてまいりたいという

ふうに考えているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（髙久武男君） ほかにございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（髙久武男君） ないようですので、質疑を

終了することで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（髙久武男君） 異議なしと認めます。 

  よって、質疑を終了し、討論を許します。 

  12番、早乙女順子君。 

〔１２番 早乙女順子君登壇〕 

○１２番（早乙女順子君） 議案第69号 非核平和

都市宣言について、賛成討論いたします。 

  非核平和都市宣言については、合併協議で決め

たとおり、那須塩原市として新たに非核平和都市

宣言をするため、議会の議決を求めることになっ

たことです。 

  全国的には、那須塩原市と同様に、市町村合併

で新たに非核平和都市宣言をする自治体が数多く

あることでしょう。旧黒磯市で非核平和都市宣言

をした1980年代は多くの自治体が非核平和都市宣

言をしました。1980年代は核兵器完全禁止と軍縮

を求める大きなうねりがありました。全国組織と

なっているほとんどの女性団体が思想、信条の違

いを超えて平和を守るため行動していました。で

すから、国連婦人10年中間年日本大会では、平和

についての特別決議が採択しました。国連婦人の

10年、1980年世界会議で採択された後期行動プロ

グラムでは、平和がなければ平等も発展もあり得

ないことを指摘し、目標であった平等、発展、平

和が不可分なもの、連動しているものであること

を明らかにしました。それを受けて、平和につい

ての特別決議を採択したわけです。 

  その決議では、世界で唯一の被爆国である私た

ち日本国民が悲惨な敗戦の中から立ち上がり、平

和の中に生き続けることができたのは、我が日本

国憲法が戦争放棄を宣言、軍縮を求め、交戦権を

拒否し、これを守り続けてきたからだと言えます。 

  このような世界に誇るべき平和憲法を持つ私た

ちは、「世界の女性たちが協力連帯して、平和を

脅かす原因を取り除き、世界の恒久平和実現のた

め努力することを誓います」と述べています。 

  そして、平和憲法を擁護し、その改悪を阻止す

る。世界の全面的な軍縮を進める。一切の核兵器

を廃絶することを決議しております。 

  当時は、女性団体の動きだけでなく、非核地帯

の構想や運動が世界的に進む中で、非核平和都市

宣言をする自治体がふえてきていました。戦争が

起これば、これまでもまず都市が攻撃される。都

市が攻撃されれば、そこに住む市民が犠牲となる。

もし核戦争が起こると、都市は完全に壊滅する。

だから都市は核兵器を持たないことを望むという

ことでしょう。核兵器を持つことを望まない都市

の連帯は、核兵器を持たない市民の連帯で、本当

の平和を招くことになります。多くの自治体が非

核平和都市宣言をしたゆえんです。 

  それから20年以上がたった現在、1980年代の期

待とは裏腹に、防衛予算の膨張、非核３原則の空

洞化、平和憲法の改悪論議と事態は悪化しており

ます。 

  新たに非核平和都市宣言をするこの機会に、改

めて平和を築くことを誓う必要があります。私た

ち那須塩原市と同様に、市町村合併で新たに非核

平和都市宣言をする自治体が数多くあることでし

ょうから、もう一度核兵器を望まない都市の連帯

で平和を守ることが必要です。 
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  今回の非核平和都市宣言を形だけに終わらせる

ことがないことを願って、議案第69号 非核平和

都市宣言について賛成いたします。 

○議長（髙久武男君） ほかにございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（髙久武男君） ないようですので、討論を

終結することで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（髙久武男君） 異議なしと認めます。 

  よって、討論を終結いたします。 

  これより採決いたします。 

  議案第69号については、原案のとおり決するこ

とで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（髙久武男君） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第７１号の上程、説明、質

疑、討論、採決 

○議長（髙久武男君） 次に、日程第９、議案第71

号 契約の締結についてを議題といたします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

  市長。 

〔市長 栗川 仁君登壇〕 

○市長（栗川 仁君） 議案第71号 契約の締結に

ついて、提案の説明を申し上げます。 

  本案は、東那須野公民館新築工事の契約締結に

ついて、議会の議決を求めるものであります。 

  本工事は、築36年を経過し老朽化が著しい東那

須野公民館について、旧ひがしなす保育園跡地を

含めた現在地に、鉄骨づくり２階建て、延べ床面

積951.39㎡の公民館本体を新築するものでありま

す。 

  この工事請負契約につきましては、指名競争入

札を行った結果、落札いたしました丸山重機株式

会社と契約を締結するものであります。 

  よろしくご審議の上、決定くださいますようお

願い申し上げます。 

○議長（髙久武男君） 説明が終わりました。 

  質疑を許します。 

  ４番、阿部寿一君。 

○４番（阿部寿一君） それでは、71号議案に対し

まして質疑をいたします。 

  先ほども議会運営委員長の報告の中でちょっと

触れたんでございますけれども、今回の契約の金

額が１億7,430万ということで、たしか議会の議

決に付す契約金額は、私の記憶が定かであれば、

9,000万以上というふうに記憶をしておりました

が、今回その額が変わったために、一般競争入札

の結果の資料を添付されなかったのか。法的な規

制というものは、根拠というものはないのかもし

れませんけれども、過去においては、多額の契約

金額に伴うものの契約については、入札の結果を

添付していたように記憶をしておりますが、どう

いう経緯なのかお聞かせをいただきたいと思いま

す。 

○議長（髙久武男君） 総務部長。 

○総務部長（君島 寛君） それでは、入札関係の

状況の調書の添付についてということで、今ご質

問いただきました。 

  旧３市町の状況をちょっとまずお話を申し上げ

たいと思います。 

  旧黒磯にあっては、以前添付をしておった経過

がございます。ただし、昭和57年10月でございま

すけれども、こういった情報の公表に関する要綱

が策定をされたところでございます。入札の結果

の公表というふうなことで対応を図ってきた経過

がございました。 
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  旧西那須野におきましては、状況調書を添付し

ておったという状況がございます。 

  旧塩原にあっては不添付という形で、添付をし

ていなかったという状況にございます。 

  平成12年12月に法律が施行された経過がござい

ます。入札及び契約に関する法律といったものが

施行をされました。この中で、こういった情報の

公表の義務づけといったものがなされたところで

ございます。 

  そういったものが一方にある中で、閲覧、公開

というふうなものの方法が出てきたわけでござい

ますが、旧黒磯にあっては、リアルタイムで情報

を得ることが可能になるというふうなことで対応

を図ってきたところでございます。 

  新市におきましても、これを踏襲させていただ

きました。今回提案申し上げます議案には、この

調書を添付していないという状況にございます。

自由に、担当のほうに参りまして閲覧並びに公開、

そういったものができるという状況にございます

ので、そういったところから添付をしていないと

いうふうなものでございます。 

  ただし、那須塩原市議会の中で、そういった書

類が必要であろうということになりましたときに

は、私どものほうで早急に対応を検討してまいり

たいというふうに思っております。 

  以上でございます。 

○議長（髙久武男君） ４番、阿部寿一君。 

○４番（阿部寿一君） ただいまの総務部長のご答

弁で大体了解をいたしますが、特に本議案につき

ましては即決案件という内容が伴っておりますの

で、通常の契約案件の中で、即決案件以外のもの

でしたら、それらの時間の経過がございますから、

十分我々議会の議員としても調査をするというい

とまがございます。しかしながら、即決案件につ

きましては、それらのいとまが、いわゆる失念を

したり、情報的に十分入手ができないことも想定

されますので、そういった場合には、やはり議会

の議案を審議する際の参考資料として、入札の結

果の資料を添付していただくことがよろしいかな

というふうに思いますので、これは今後において

の対応ということで要望をしておきたいと思いま

す。 

  以上でございます。 

○議長（髙久武男君） よろしいですか。 

○４番（阿部寿一君） はい。 

○議長（髙久武男君） ほかにございませんか。 

  12番、早乙女順子君。 

○１２番（早乙女順子君） 今、入札の経過につい

て、私もこの議案書が配られてから１週間あった

わけで、入札の経過をいつもは見に行っていたん

ですけれども、今回やはり時間がなくて、ここで

聞くことになってしまうわけですけれども、別に

ここで聞いても大丈夫でしょうから、入札の経過

を聞かせてください。 

  あと、予定価格と落札率。落札したのがどのぐ

らいで落札したのか、その比率を聞かせてくださ

い。 

○議長（髙久武男君） 総務部長。 

○総務部長（君島 寛君） 入札の経過のご質問で

ございますけれども、額的にはお示しをしました

１億7,430万という額で入札をしております。１

回の入札で落札というふうな経過になってござい

ます。 

  落札率等々につきましては、今手元にございま

せんので、すぐに説明をさせていただきたいと思

います。 

  以上でございます。 

○議長（髙久武男君） 12番、早乙女順子君。 

○１２番（早乙女順子君） そんなもの、手元に置

いてなかったとは思わなかったので聞いてしまっ
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たんですけれども、これ、指名競争入札による契

約ですので、指名した業者名、それと１回で落札

したということなので、それぞれの業者の金額、

それもあわせて聞かせてください。 

  それで、この東那須野公民館の建設場所ですけ

れども、入り口のところに落札した業者はあるわ

けです。この業界、道路関係でも何でもそうなん

ですけれども、業界というものは自分の目の前を

すると、暗黙の了解で、道路工事でも何でもそう

ですけれども、そこの業者を優先するということ

が、この業界の暗黙のルールで、いろいろなとこ

ろの目の前は、おれのエリアだという感じで落札

するということが多い。道路なんかはそういうこ

とが多い業界ですので、そういうことで十分な競

争原理が働かなかったんではないかなということ

で、ちょっと心配でその落札率を聞きたいわけで

す。 

  駐車場もここの業者がとるであろうということ

とかは関係なく、何か私も場所がどなたの持ち物

とかということはないんですけれども、あの辺で

工事をするのに関して便宜を図ってもらうような

こととかというものは、実際この工事に伴ってあ

ったのでしょうか。それを聞かせていただきたい

というふうに思います。 

  先ほど阿部議員がおっしゃったように、即決で

すので、これは入札の経過とかすべて聞いてから

でないと判断できないので、その辺を十分に説明

してください。 

○議長（髙久武男君） 総務部長。 

○総務部長（君島 寛君） それでは、入札の内容

でございますけれども、業者名、それから入札額、

これのご質問がございましたので、これについて

申し上げたいと思います。 

  10社ございます。株式会社生駒組１億6,930万、

石川建設株式会社１億6,800万、株式会社小池建

設１億7,260万、三平建設株式会社北関東支店１

億7,100万、株式会社三和建設１億7,285万、秀和

建設株式会社１億7,150万、深谷建設株式会社１

億6,930万、福田建設株式会社１億7,260万、丸山

重機株式会社１億6,600万、株式会社万建設興業

１億7,160万。 

  以上でございます。 

  今申し上げましたのは、税抜きの額ということ

でご理解をいただきたいと思います。 

  それから、丸山重機を指しておっしゃっている

んだと思いますけれども、固有名詞は抜きにしま

して、現在、合併前に黒磯市におきましては、要

綱に基づきまして、一般的に言われます軒先工事

というものを採用しておった経過がございます。

これについては旧西那須野町、旧塩原町において

は特に明文化されたものはございませんでした。

黒磯市だけが要綱というふうな中で対応を図って

きた経過がございます。 

  平成17年、18年、この２か年の指名の業者格付

の関係、これはもう議員ご案内のとおり、経営診

断の結果に基づいただけの格付ということでやら

せていただいた経過がございます。特に以前の行

政に対する貢献度、そういったものは推しはかれ

ないということで、単純に客観的な点数による格

付、そういったものを指していただいた経過がご

ざいました。 

  それが１つあるということと、もう一つは、こ

の軒先工事、旧黒磯で行ってまいりましたものに

ついては、すべて新市になったからといってなし

にするというわけにもまいりませんので、検討の

結果、この軒先工事の取り扱いについては２か年

間の中では存続をさせるというふうな状況になっ

てまいりました。 

  そういった中で、先ほどお話がありました業者

さんが入られたというふうな状況でございます。 
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  それから、当該の業者の便宜がありやなしやと

いうお話でございますが、これについては全くご

ざいません。 

  それから最後に、先ほどお話にありました落札

率の問題でございますけれども、95.23％で落札

という形になってございます。 

  以上でございます。 

○議長（髙久武男君） ほかにございませんか。 

  18番、君島一郎君。 

○１８番（君島一郎君） ただいまの指名の関係で

お伺いしたいんですが、ただいま総務部長のほう

から発表がありました業者につきましては、ほと

んどがＡクラスの業者であって、１社だけがＢク

ラスというのは、どういう理由で１社だけがＢク

ラスで入ってくるのかということをお伺いしたい

と思います。 

○議長（髙久武男君） 総務部長。 

○総務部長（君島 寛君） 先ほど、早乙女議員に

申し上げました平成17年、18年度、この２か年に

関しては軒先工事というふうなものの採用を行う

ということから、ランクにつきましては、直近の

下位の業者からこれに該当するということで入れ

させていただいた経過がございます。 

  以上でございます。 

○議長（髙久武男君） よろしいですか。 

  ほかにございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（髙久武男君） ないようですので、質疑を

終了することで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（髙久武男君） 異議なしと認めます。 

  よって、質疑を終了し、討論を許します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（髙久武男君） 討論がないようですので、

討論を終結することでご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（髙久武男君） 異議なしと認め、討論を終

結いたします。 

  これより採決いたします。 

  議案第71号については、原案のとおり決するこ

とで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（髙久武男君） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり決しました。 

ここで10分間休憩をいたします。 

 

休憩 午前１１時０１分 

 

再開 午前１１時０１分 

 

○議長（髙久武男君） 休憩前に引き続き会議を開

きます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎報告第５号～報告第８号の上程、

説明 

○議長（髙久武男君） 次にお諮りをいたします。 

日程第10、報告第５号 平成16年度那須塩原市

一般会計繰越明許費繰越計算書についてから日程

第13、報告第８号 平成16年度那須塩原市温泉事

業特別会計事故繰越し繰越計算書についてまでの

４件を一括議題といたしたいと思いますが、異議

ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（髙久武男君） 異議なしと認めます。 

  よって、報告第５号から報告第８号までの４件

を一括議題といたします。 

  本案について、報告説明を求めます。 

  総務部長。 
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○総務部長（君島 寛君） それでは、報告第５号

から説明を申し上げます。 

  平成16年度那須塩原市一般会計繰越明許費繰越

計算書についてご報告申し上げます。 

  本報告は、３月定例会におきまして議決をいた

だきました11件の繰越明許費につきまして、地方

自治法施行令第146条第２項の規定に基づき報告

するものであります。 

  これら繰越明許費の事業のうち、旧黒磯市の６

款農林水産業費の畜産基盤再編総合整備事業は、

3,292万1,000円のうち3,192万1,000円、８款土木

費の北区画整理事業は、6,480万円全額、３・

４・１本郷通り道路改良事業では、4,900万円全

額の繰り越しが確定いたしました。 

  旧西那須野町の８款土木費の道路維持工事は、

1,340万円のうち1,330万円、道路橋りょう新設改

良事業では、453万5,000円全額、地方特定道路整

備事業（幹１－３号線）では、1,295万円のうち

1,167万5,000円、地方特定道路整備事業（幹１－

７号線）では、3,590万円のうち3,528万9,000円

の繰り越しが確定いたしました。 

  旧塩原町の６款農林水産業費の畜産基盤再編総

合整備事業は、1,831万4,000円全額、資源リサイ

クル畜産環境整備事業は、２億3,260万5,000円全

額、８款土木費の道路新設改良事業（関谷横林

線）は、3,594万7,000円全額、道路新設改良事業

（関谷湯宮線）は、3,757万6,000円の繰り越しが

確定いたしました。 

  続きまして、報告第６号 平成16年度那須塩原

市下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書につ

いてご報告申し上げます。 

  本報告は、３月定例会において議決をいただき

ました４件の繰越明許費につきまして、地方自治

法施行令の規定に基づき報告するものであります。 

  これら繰越明許費の事業のうち、旧西那須野町

の２款公共下水道費の補助の公共下水道事業は１

億2,340万円、単独の公共下水道事業は3,084万

9,000円、補助の特定環境保全公共下水道事業は

3,920万円、旧塩原町の２款公共下水道建設費の

補助の公共下水道建設費は2,720万1,000円、それ

ぞれ全額の繰り越しが確定いたしました。 

  続きまして、報告第７号 平成16年度那須塩原

市土地区画整理事業特別会計繰越明許費繰越計算

書についてご報告申し上げます。 

  本報告は、３月定例会において議決をいただき

ました繰越明許費につきまして、地方自治法施行

令の規定に基づき報告するものであります。 

  旧黒磯市の１款区画整理事業費、北地区区画整

理事業の3,300万円のうち1,700万円の繰り越しが

確定したものであります。 

  続きまして、報告第８号 平成16年度那須塩原

市温泉事業特別会計事故繰越し繰越計算書につい

てご報告申し上げます。 

  本報告は、地方自治法の規定により、事故繰り

越しいたしました歳出予算の経費につきまして、

同法施行令の規定に基づき報告するものでありま

す。 

  旧塩原町の３款建設改良費、上・中塩原集中管

理温泉仮設管配管工事について、県との施行協議

並びに入札事務において不測の日数を要し、事業

の年度内完了が困難となったため、支出負担行為

額262万5,000円全額を事故繰り越しするものであ

ります。 

  以上４件、ご報告申し上げます。 

○議長（髙久武男君） 報告説明が終わりました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎報告第９号及び報告第１０号の

上程、説明 
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○議長（髙久武男君） 次に、お諮りいたします。 

  日程第14、報告第９号 平成16年度那須塩原市

西那須野水道事業会計予算繰越計算書について及

び日程第15、報告第10号 平成16年度那須塩原市

塩原水道事業会計予算繰越計算書についての２件

を一括議題といたしたいと思いますが、異議ござ

いませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（髙久武男君） 異議なしと認めます。 

  よって、報告第９号及び報告第10号の２件を一

括議題といたします。 

  本案について、報告説明を求めます。 

  市長。 

〔市長 栗川 仁君登壇〕 

○市長（栗川 仁君） 報告第９号 平成16年度那

須塩原市西那須野水道事業会計予算繰越計算書に

ついてご報告申し上げます。 

  本報告は、地方公営企業法第26条第１項の規定

により、建設改良費を繰り越したもので、同条第

３項の規定に基づき報告するものであります。 

  資本的支出の配管布設替工事４件のうち、１件

は、栃木県施行の国道400号バイパス工事に伴う

水道管布設協議に不測の日数を要したため、２件

は、公共下水道百村川第２幹線築造工事箇所の地

下水の上昇により不測の日数を要したため、それ

ぞれ繰り越しし、残ります１件につきましては、

栃木県施行の百村川河川工事が繰り越しになった

ことに伴い繰り越すもので、合計7,192万5,000円

全額を繰り越したものであります。 

  次に、報告第10号 平成16年度那須塩原市塩原

水道事業会計予算繰越計算書についてご報告申し

上げます。 

  本報告は、地方公営企業法の規定により、建設

改良費を繰り越しましたので、同法の規定に基づ

き報告いたします。 

  資本的支出の塩原上水道配水管橋梁添架仮設工

事について、栃木県施行の国道400号バイパス宮

島橋改良工事の進捗状況に合わせて施工する必要

がありましたため、572万3,000円を繰り越したも

のであります。 

  以上、２件につきましてご報告申し上げます。 

○議長（髙久武男君） 報告が終わりました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎報告第１１号～報告第１４号の

上程、説明 

○議長（髙久武男君） 次に、お諮りいたします。 

  日程第16、報告第11号 黒磯市土地開発公社の

経営状況報告についてから日程第19、報告第14

号 財団法人那須野が原文化振興財団の経営状況

報告についてまでの４件を一括議題といたしたい

と思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（髙久武男君） 異議なしと認めます。 

  よって、報告第11号から報告第14号までの４件

を一括議題といたします。 

  本案について、報告説明を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（君島 寛君） それでは、４件につき

まして、一括して報告を申し上げます。 

  まず、報告第11号 黒磯市土地開発公社の経営

状況についてご報告申し上げます。 

  黒磯市土地開発公社は、公有地の拡大の推進に

関する法律に基づき昭和47年７月15日に設立され、

地域の秩序ある整備と住民福祉の増進に寄与する

ことを目的に、公共用地の先行取得を行ってまい

りました。 

  しかしながら、近年の土地価格の下落傾向によ

り公共用地を先行取得する意義が薄れ、当面の事
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業計画がない状況で公共用地の先行取得という所

期の目的を達成したことから、平成16年９月29日

に栃木県知事の認可を得て解散したものでありま

す。 

  なお、同年12月28日には清算を決了し、残余財

産については黒磯市に分配しております。 

  なお、平成16年度の内容を申し上げますと、公

共用地取得事業はございません。 

  また、収支は２万3,762円の純損失を計上して

おります。 

  清算後の残余財産額2,377万2,091円につきまし

ては、全額黒磯市に分配しております。 

  続きまして、報告第12号 財団法人那須塩原市

施設振興公社等の経営状況についてご報告申し上

げます。 

  初めに、公社の統合についてご説明申し上げま

す。 

  本市には、市から委託を受け公共施設の維持管

理等を行う、旧黒磯市が設立した黒磯市緑化・ス

ポーツ・文化振興公社、旧西那須野町が設立した

西那須野町施設振興公社及び旧塩原町が設立した

塩原町観光振興公社という、性格の類似した３つ

の公社がございました。 

  これらの公社は、公共施設の管理運営を行うと

ともに、各種事業を実施し、住民福祉の増進に寄

与してまいりましたが、設立母体である１市２町

が合併したこと、また、近年の経済状況に対応し

て財政基盤の強化を図るため、平成17年３月31日

をもって黒磯市緑化・スポーツ・文化振興公社及

び西那須野町施設振興公社を解散し、塩原町観光

振興公社が事務事業を引き継ぎ統合したところで

あります。 

  なお、塩原町観光振興公社は、平成17年４月１

日をもって那須塩原市施設振興公社と名称を変更

し、主たる事務所を、にしなすの運動公園の施設

内に設けております。 

  それでは、平成16年度の事業及び決算について

ご報告申し上げます。 

  最初に、黒磯市緑化・スポーツ・文化振興公社

についてご報告いたします。 

  当公社は、黒磯市からの委託を受け文化会館、

郷土館、勤労青少年ホーム等の管理運営を行うほ

か、文化促進事業、緑化推進事業などの自主事業

を行ってまいりましたが、それぞれの事業実績に

つきましては、１ページから24ページに記載した

とおりであります。 

  収支の状況といたしましては、まず、一般会計

については、25ページから42ページに記載してあ

りますが、収入合計額は１億5,241万9,556円、支

出合計額は１億4,973万2,502円であります。 

  また、文化会館自主事業特別会計については、

43ページから46ページに記載してありまして、収

入合計額、支出合計額とも1,644万3,578円であり

ます。 

  47ページ及び48ページには、一般会計、文化会

館自主事業特別会計の総括表が記載してあります

ので、ごらんいただきたいと思います。 

  次に、西那須野町施設振興公社についてご報告

申し上げます。 

  当公社は、西那須野町から委託を受け、三島体

育センター、プール、にしなすの運動公園等の管

理運営を行ってまいりましたが、それぞれの事業

実績につきましては、１ページから５ページに記

載したとおりであります。 

  収支の状況につきましては、６ページから11ペ

ージに記載してありますが、収入合計は１億

4,476万303円、支出合計額につきましては１億

3,132万7,788円であります。 

  次に、塩原町観光振興公社についてご報告申し

上げます。 
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  当公社は、塩原町からの委託を受け、天皇の間

記念公園、箱の森プレイパーク、遊湯センター等

観光施設の管理運営を行ってまいりましたが、そ

れぞれの事業実績は、１ページから９ページに記

載したとおりであります。 

  収支の状況につきましては、10ページから16ペ

ージに記載してありますが、収入合計額は１億

4,970万6,861円、支出合計額は１億4,624万3,571

円であります。 

  続きまして、那須塩原市施設振興公社の平成17

年度の事業計画及び収支予算についてご報告申し

上げます。 

  事業計画につきましては、１ページから７ペー

ジに記載してありますが、施設振興公社は、統合

前の３公社の事務事業を引き継ぎ、市からの委託

を受け、観光、文化、体育及び公園等公共施設の

管理運営、観光宣伝等の事業を行うほか、文化会

館自主事業等を行う計画であります。 

  収支予算につきましては、８ページから27ペー

ジに記載してありますが、一般会計では、収入と

して、基本財産運用収入、補助金等収入で合計５

億3,877万8,000円を計上しております。支出では、

管理費のほか各種事業費として、収入と同額の５

億3,877万8,000円を計上しております。 

  また、文化会館自主事業特別会計では、収入と

して、補助金等収入、事業収入ほかで合計2,900

万を計上しており、支出では、自主事業支出及び

借入金返済支出で、収入と同額の2,900万円を計

上しております。 

  以上が、黒磯市緑化・スポーツ・文化振興公社

等の平成16年度の事業報告及び決算並びに那須塩

原市施設振興公社の平成17年度事業計画及び収支

予算の内容であります。 

  続きまして、報告第13号 財団法人那須塩原市

農業公社等の経営状況についてご報告申し上げま

す。 

  初めに、黒磯市農業公社につきましてご報告い

たします。 

  黒磯市農業公社の事業実績につきましては、平

成16年度事業報告書の１ページから６ページに記

載のとおりであります。 

  旧黒磯市や農協など関係機関と連携を密にしな

がら、受託事業として、農業経営基盤強化促進法

に基づく農地の流動化推進、認定農業者を含めた

中核的農業者の育成、さらには道の駅「明治の

森・黒磯」の管理運営等を行ってまいりました。 

  農用地の利用権設定は、３月末日現在で

587.6haとなっており、一段と規模拡大農家への

集積が図られつつあります。 

  また、認定農業者の育成につきましては、加入

促進に向けた各種事業を行った結果、前年度比33

名増の313名となりました。 

  次に、一般会計決算につきましては、７ページ

から12ページに記載されている収支計算書、正味

財産増減計算書、貸借対照表及び財産目録のとお

りであります。 

  主な収入は、農地の流動化や認定農業者の育成、

道の駅の管理運営等の受託収入で、収入全体の約

70％を占めております。 

  支出の主なものは、受託事業に伴うものであり

ます。 

  収益事業である物産直売棟運営特別会計につき

ましては、13ページから15ページに記載のとおり

で、青木ふるさと物産センター直売棟に関する決

算であります。 

  道の駅利用者増加に伴い、事業収入が順調に伸

びております。 

  続きまして、塩原町農業公社につきましてご報

告いたします。 

  平成16年度の事業実績につきましては、平成16
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年度事業報告書の１ページから７ページに記載の

とおりであります。 

  農業経営基盤強化促進法に基づく農地の流動化

推進、認定農業者を含めた中核的農業者の育成、

また、明日を担う農業者の育成・確保のため保育

園児等を対象とした農業体験教育を実施いたしま

した。 

  さらには、地域資源総合管理施設「アグリパル

塩原」の管理運営のほか、都市農村交流促進のた

め広告宣伝、同施設を利用した各種イベントを開

催したところです。 

  農用地の利用権設定は、３月末現在で49.4haと

なっておりますが、前年度比９ha増となっており、

徐々に規模拡大農家への集積が図られつつありま

す。 

  次に、決算につきましては、８ページから17ペ

ージに記載されている収支計算書、正味財産増減

計算書、貸借対照表及び財産目録のとおりであり

ます。 

  主な収入は、農地の流動化やアグリパル塩原の

管理運営の受託収入、広告宣伝事業、イベント開

催事業の経費に充当することを目的とした同施設

内を使用している団体からの手数料で、収入全体

の約90％を占めております。 

  支出の主なものは、受託事業に伴うものであり

ます。 

  なお、財産目録における正味財産は、公社統合

の協定により、すべて財団法人那須塩原市農業公

社に寄附となりました。 

  次に、那須塩原市農業公社の平成17年度事業計

画等についてご説明いたしますが、那須塩原市農

業公社につきましては、１市２町の合併を契機と

して、新市の農業経営の効率化・安定化を図り、

農業農村の活性化等に寄与するため、旧黒磯市農

業公社と旧塩原町農業公社が統合に向けた協議を

進めてきた結果、旧塩原町農業公社を解散し、旧

黒磯市農業公社が市域全体を管轄する農業公社と

して、本年４月１日に設立されたものであります。 

  那須塩原市農業公社の事業計画につきましては、

平成17年度事業計画書の１ページから４ページに

記載のとおりであります。 

  農地保有合理化、農作業受委託推進、認定農業

者育成等を進めてまいります。 

  収支予算につきましては、一般会計が６ページ

から９ページに記載のとおりであります。 

  旧塩原町農業公社の事業が加わった結果、前年

度と比べ7,000万円ほど増加しております。 

  なお、物産直売棟運営特別会計につきましては、

10ページに記載のとおりであります。 

  特に青木ふるさと物産センターの販売収入等の

伸びを見込みまして、前年度と比較し200万円程

度の増額予算を計上したところであります。 

  今後も経営規模の拡大や農業の担い手の育成な

ど、本市の農業振興と農村の活性化に寄与すべく、

各種事業の推進を予定しております。 

  続きまして、報告第14号 財団法人那須野が原

文化振興財団の経営状況についてご報告申し上げ

ます。 

  初めに、平成16年度の事業についてご説明申し

上げます。 

  事務事業の概要につきましては、平成16年度事

業報告書、１ページから４ページに記載のとおり

で、理事会を３回開催しております。 

  次に、財団の運営状況でありますが、５ページ

から13ページに記載のとおり、那須塩原市及び大

田原市における文化の振興を図るとともに、住民

の自主的な文化活動の支援を行い、豊かな文化の

創造に寄与するため、各種事業を実施いたしまし

た。 

  芸術文化鑑賞事業では、オーケストラ演奏会な
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ど20本の自主事業を実施し、展示事業として原野

展やテーマ展などを開催いたしました。 

  ８ページ記載の文化団体育成事業では、オーケ

ストラ養成講座など４講座６種目を実施し、ハー

モニーホールフェスティバルでは、ステージ部門

で23団体が参加、ギャラリー部門では５団体が参

加しております。 

  マラソンコンサートでは、ピアノ及び管・弦楽

器演奏で117名が参加いたしました。 

  11ページ記載の開館10周年記念事業としては、

那須野が原の四季をモチーフにした創作合唱組曲

「美しい星に」の世界初演を行いました。 

  また、那須野が原ハーモニーホールの管理運営

受託事業の中で、施設の利用及び入場者の状況に

ついて記載しておりますが、日数として全体で

981日の利用があり、入場者は合計で10万4,162人

でありました。 

  12ページ記載のその他目的を達成するために必

要な事業としては、ハーモニーホール運営懇談会

及びギャラリー運営委員会の開催を初め、ハーモ

ニーホール友の会の充実などに努めました。 

  13ページ記載のパイプオルガンの基金積み立て

については、平成17年３月31日現在で7,081万

8,651円であります。 

  次に、財務諸表につきましては、15ページ以降

に記載しております。 

  貸借対照表の資産の部の主なものは、流動資産

の普通預金、固定資産の基本財産やパイプオルガ

ン基金で、資産の合計は１億3,123万9,886円であ

ります。 

  負債の部の主なものとしては、固定負債の退職

手当基金引当金で、負債合計は2,170万2,808円で

あり、資産合計から負債合計を引いた１億953万

7,078円が正味財産であります。 

  16ページ記載の損益計算書の収益の主なものと

しては、貸し館による施設利用料収入、自主事業

収入はチケット売上収入で、施設管理受託収入は、

大田原市からの管理運営委託料で、その半額は那

須塩原市の負担であります。 

  自主事業負担金収入は２市からの負担金、人件

費補助金収入は財団職員の人件費、パイプオルガ

ン出資金収入は２市からの出資金で、前期繰越収

入差額を加え、合計は３億376万4,789円でありま

す。 

  費用の主なものとしては、給料手当、光熱水費、

委託料、自主事業公演や施設管理の委託費では、

小計は２億9,518万1,114円で、次期繰越収支差額

は858万3,675円であります。 

  財産目録は、17ページに記載のとおりでありま

す。 

  次に、平成17年度財団法人那須野が原文化振興

財団の事業計画・収支予算についてご説明いたし

ます。 

  事業計画は、平成17年度事業計画・収支予算書

の２ページ、３ページに記載のとおりであります。 

  平成17年度収支予算の収入の部の主なものは、

４ページ、５ページに記載のとおり、施設利用収

入、事業収入、受託収入、負担金収入、補助金収

入、寄附金収入で、収入合計は３億1,492万2,000

円であります。 

  支出の主なものは、６ページから記載しました

管理費、芸術文化振興事業費、文化活動育成事業

費で、支出合計は、収入合計と同額の３億1,492

万2,000円であります。 

  以上が、財団法人那須野が原文化振興財団の平

成16年度の経営状況並びに平成17年度の事業計画

及び収支予算の内容であります。 

  以上、４件についてご報告申し上げます。 

○議長（髙久武男君） 報告説明が終わりました。 
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─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎報告第１５号の上程、説明 

○議長（髙久武男君） 次に、日程第20、報告第15

号 専決処分の報告についてを議題といたします。 

  本案について、報告説明を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（君島 寛君） それでは、報告第15

号 専決処分の報告につきましてご報告いたします。 

  損害賠償の額の決定及び和解について、地方自

治法の規定に基づき専決処分をいたしましたので、

報告するものであります。 

  本案は、平成17年２月12日、那須塩原市下永田

地内において発生いたしました物損事故に関しま

して、損害賠償の額を決定し、和解したものであ

ります。 

  事故の状況につきましては、下永田地内で発生

した火災に出場した那須塩原市西那須野消防団第

１分団第１部の車両が、火災鎮火後消防団幹部か

らの命令を受けるため、牛井渕宅前で待機のため

駐車する際、塀に寄り過ぎて接触し、塀の一部を

破損したものであります。 

  両者協議により、市から相手方に損害賠償金３

万4,125円を支払い、今後いかなる事情が発生し

ても、双方異議を申し立てないことで和解が成立

いたしました。 

  以上、ご報告申し上げます。 

○議長（髙久武男君） 報告説明が終わりました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第６６号及び議案第６７号

の上程、説明 

○議長（髙久武男君） 次に、お諮りいたします。 

  日程第21、議案第66号 那須塩原市公の施設に

おける指定管理者の指定の手続等に関する条例の

制定について及び日程第22、議案第67号 那須塩

原市総合計画審議会条例の制定についての２件を

一括議題といたしたいと思いますが、異議ござい

ませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（髙久武男君） 異議なしと認めます。 

  よって、議案第66号及び議案第67号の２件を一

括議題といたします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

  市長。 

〔市長 栗川 仁君登壇〕 

○市長（栗川 仁君） 議案第66号 那須塩原市公

の施設における指定管理者の指定の手続等に関す

る条例の制定について、提案の説明を申し上げま

す。 

  本案は、地方自治法の一部改正する法律が平成

15年９月２日に施行され、公共団体、公共的団体、

もしくは地方公共団体の出資法人に限られていた

公の施設の管理委託制度が、民間事業者を含む幅

広い法人、その他の団体に施設の管理を行わせる

指定管理者制度に移行されたことに伴い、すべて

の公の施設に共通する指定管理者の指定の手続等

に関し、必要な事項を定める条例を制定するもの

であります。 

  次に、議案第67号 那須塩原市総合計画審議会

条例の制定について、提案の説明を申し上げます。 

  本案は、地方自治法に基づく、那須塩原市総合

計画の策定について調査審議するため、市の附属

機関を設置することを目的として、必要な事項を

定める条例を制定するものであります。 

  当該審議会は、那須塩原市の将来像と、その実

現に向けた施策の体系を定めて、まちづくりを展

開するため、必要な機関であります。 

  以上、２件について、よろしくご審議の上、原
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案のとおりご決定くださいますようお願い申し上

げます。 

○議長（髙久武男君） 説明が終わりました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第６３号の上程、説明 

○議長（髙久武男君） 次に、日程第23、議案第63

号 平成17年度那須塩原市一般会計補正予算（第

１号）についてを議題といたします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

  市長。 

〔市長 栗川 仁君登壇〕 

○市長（栗川 仁君） 議案第63号 平成17年度那

須塩原市一般会計補正予算（第１号）について、

提案の説明を申し上げます。 

  今回の補正は、先の選挙で市民の皆様方にお約

束をいたしました、いわゆる公約の具現化に関す

るものを初め、国・県補助事業費の内示等を踏ま

えた予算の変更、また合併に伴う公共施設名称、

銘板などの変更に関する経費、さらには、臨時職

員賃金の組み替えや不足が見込まれる事業費に係

る予算措置など、早急に対応が必要な経費につい

て補正を行うものであります。 

  これらの主な内容につきまして申し上げますと、

まず、歳出でありますが、２款総務費は、災害に

強いまちづくりや行政の効率化など公約の具現化

に要する費用として、地域防災計画の策定に関す

る経費や行政評価システムの導入に関する経費、

また男女共同参画基本計画策定のための経費を計

上するほか、合併市町村補助金を活用して合併に

伴う公共施設名称等の変更や本庁東庁舎の改修を

行うための経費、さらには、行財政改革懇談会の

運営経費の組み替えや臨時職員賃金の組み替えに

伴う減額に関するものなどで3,147万9,000円を計

上いたします。 

  次に、３款民生費では、施設の安全対策を考慮

いたしまして、西那須野地区、西保育園と三島保

育園において、園庭と駐車スペースを分離するた

めの間仕切りフェンス設置費を計上することで

315万2,000円を追加いたします。 

  また、４款衛生費は、公約の一つであります少

子化対策の一環といたしまして、新たに不妊治療

費助成金を計上するほか、黒磯清掃センターと西

那須野清掃センターのごみ処理施設修繕費用など

を追加するもので、6,681万5,000円を計上いたし

ます。 

  続きまして、６款農林水産業費でありますが、

県単土地改良事業に関する県補助金の内示があり

ましたので、黒磯地区で２路線、塩原地区では３

路線となりますが、農道整備のための事業費を計

上するほか、学校農園を開設するためのアグリ体

験学習事業費や農業集落排水事業特別会計への繰

出金などで、3,989万9,000円を計上いたします。 

  また、７款商工費につきましては、早急に対応

すべきものといたしまして、板室温泉やすらぎ橋

の舗装修繕費を初め、この冬の雪で破損した奥塩

原オートキャンプ場公衆トイレの屋根修繕費や消

費生活センターの間仕切り工事費を計上するほか、

観光とちぎ強化発信事業負担金などで769万4,000

円を追加いたします。 

  さらに、８款土木費は、国庫補助金の内示変更

に伴い、（仮称）黒磯インター整備関連事業費や

西那須野地区まちづくり交付金事業費を計上する

ほか、下水道事業特別会計への繰出金等で５億

4,591万5,000円を計上し、10款教育費では、補助

内示のありました豊かな体験活動推進事業委託金

を活用し、田舎ランド鴫内で交流活動事業を実施

するための経費や、懸案事項となっていた西那須

野中学校駐車場用地取得に関する経費などの計上
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で、2,438万1,000円を追加計上するものです。 

  これらにより、歳出全体では７億1,933万5,000

円の増額補正を行うものであります。 

  一方、これらの財源としての歳入につきまして

は、まず、14款国庫支出金では、西那須野地区ま

ちづくり交付金事業に充当する都市計画費補助金

や、合併に伴う公共施設名称等の変更や東庁舎改

修に充てる合併市町村補助金などで9,664万円を

計上し、15款県支出金では、県単土地改良事業費

補助金や子供たちのアグリ体験学習事業費補助金

などで1,550万4,000円を計上いたします。 

  また、18款繰入金は、西那須野中学校の駐車場

用地取得費に充てるため、教育施設整備基金から

の繰入金として1,591万5,000円を計上し、21款市

債には、（仮称）黒磯インター整備関連事業の財

源として街路整備事業債３億8,900万円を計上い

たしますが、歳出との比較で、なおも２億227万

6,000円の財源不足となるため、前年度繰越金を

追加計上することで、歳入補正額を歳出同額の７

億1,933万5,000円とするものであります。 

  これらのことで、平成17年度那須塩原市一般会

計歳入歳出予算総額は375億7,933万5,000円とな

ります。 

  このほか、今回の補正では、継続費補正として、

（仮称）塩原温泉公園整備事業について継続費を

設定するほか、太夫塚公園体験学習施設新築工事

と大山児童クラブ増設工事に係る継続費の変更、

債務負担行為補正では、平成17年度行政評価シス

テム導入業務委託、平成17年度健康長寿センター

自動券売機リース料、建設設計積算用パソコン整

備のための平成17年度各行政システム機器リース

料及び子育て相談センターの公用車購入のための

平成17年度公用車リース料に関する債務負担行為

を追加設定させていただきました。 

  よろしくご審議の上、原案のとおりご決定くだ

さいますようお願いを申し上げます。 

○議長（髙久武男君） 説明が終わりました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第６４号及び議案第６５号

の上程、説明 

○議長（髙久武男君） 次に、お諮りいたします。 

  日程第24、議案第64号 平成17年度那須塩原市

下水道事業特別会計補正予算（第１号）及び日程

第25、議案第65号 平成17年度那須塩原市農業集

落排水事業特別会計補正予算（第１号）の２件を

一括議題といたしたいと思いますが、異議ござい

ませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（髙久武男君） 異議なしと認めます。 

  よって、議案第64号及び議案第65号の２件を一

括議題といたします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（君島 寛君） 議案第64号 平成17年

度那須塩原市下水道事業特別会計補正予算（第１

号）についてご説明を申し上げます。 

  今回の補正は、歳出におきまして、２款下水道

建設費の黒磯地区下水道建設事業の工事請負費を

追加計上し、西那須野地区下水道事業の委託料と

工事請負費との間の予算の組み替えを行うもので

あります。 

  黒磯地区下水道建設事業においては、工事請負

費を1,000万増額計上し、その財源として、７款

市債に950万円の公共下水道事業債を、４款繰入

金に50万円の一般会計繰入金をそれぞれ計上する

ものであります。 

  西那須野地区下水道建設事業においては、百村

川第２幹線工事に要します２億3,000万円の予算
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を、工事請負費から委託料へ組み替えするもので

あります。 

  これらの補正により、予算の総額を歳入歳出そ

れぞれ40億5,952万5,000円とするものであります。 

  なお、西那須野地区下水道建設事業における組

み替え補正にかかわります工事請負契約の締結に

つきましては、議案第70号としてご提案いたして

おります。 

  続いて、議案第65号 平成17年度那須塩原市農

業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）につ

いてご説明申し上げます。 

  今回の補正は、１款農業集落排水事業管理費の

南赤田地区施設維持管理事業の修繕料並びに工事

請負費の増額補正を行うものであります。 

  修繕料を160万円、工事請負費を75万円、それ

ぞれ増額計上し、その財源として、３款繰入金に

235万円の一般会計繰入金を追加計上するもので

あります。 

  これらの補正により、予算の総額を歳入歳出そ

れぞれ7,767万6,000円とするものであります。 

  以上、２件につきまして、よろしくご審議の上、

原案のとおりご決定くださいますようお願い申し

上げます。 

○議長（髙久武男君） 説明が終わりました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第７０号の上程、説明 

○議長（髙久武男君） 次に、日程第26、議案第70

号 契約の締結についてを議題といたします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

  市長。 

〔市長 栗川 仁君登壇〕 

○市長（栗川 仁君） 議案第70号 契約の締結に

ついて、提案の説明を申し上げます。 

  本案につきましては、西那須野駅西口周辺市街

地の慢性的な浸水被害を解消するため、公共下水

道認可計画に基づいて整備いたします百村川第２

幹線の工事委託契約について、議会の議決を求め

るものであります。 

  工事につきましては、推進工法により施工いた

しますが、本路線がエヌ・ティ・ティの重要地下

埋設施設に接近し、地下ケーブルの損傷、切断な

どの不測の事態が生じた場合、金銭的な補償問題

にとどまらず、地域社会への影響も甚大であるた

め、安全確実な施工が確保できる、エヌ・ティ・

ティ・インフラネット株式会社に委託するもので

あります。 

  なお、この委託契約にかかわります予算につき

ましては、議案第64号において補正予算のご提案

をいたしております。 

  よろしくご審議の上、ご決定くださいますよう

お願い申し上げます。 

○議長（髙久武男君） 説明が終わりました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第７２号の上程、説明 

○議長（髙久武男君） 次に、日程第27、議案第72

号 訴えの提起についてを議題といたします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（君島 寛君） 同議案につきましては、

冒頭、議案書の差しかえをお願いしたところでご

ざいます。 

  本案は、市営住宅家賃滞納者訴訟要綱第５条の

規定により、宇都宮地方裁判所大田原支部に対し

て、滞納家賃の支払い及び市営住宅の明け渡しの

訴えを提起いたしたく、地方自治法の規定に基づ

き、議会の議決を求めるものであります。 
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  継続的に家賃滞納者の一掃を図るとともに、社

会的公正、法秩序の維持を図ってまいりたいと考

えております。 

  よろしくご審議の上、ご決定くださいますよう

お願い申し上げます。 

○議長（髙久武男君） 説明が終わりました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第７３号の上程、説明 

○議長（髙久武男君） 次に、日程第28、議案第73

号 市道路線の認定についてを議題といたします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（君島 寛君） 議案第73号 那須塩原

市道路線の認定について、提案のご説明を申し上

げます。 

  本案は、14路線の市道の認定について、道路法

の規定に基づき、議会の議決を求めるものであり

ます。 

  １路線につきましては、西那須野都市計画道路

３・４・３号中央通りの事業着手に伴い、認定を

行うものであり、その他の13路線につきましては、

市土地開発市道要綱に基づく開発道路を受け入れ

て認定するものであります。 

  この結果、市道路線の総延長は1,224.6㎞、実

延長は1,177.5㎞、市道路線の総数は2,273路線と

なります。 

  よろしくご審議の上、ご決定くださいますよう

お願い申し上げます。 

○議長（髙久武男君） 説明が終わりました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第７４号及び議案第７５号

の上程、説明 

○議長（髙久武男君） 次に、お諮りいたします。 

  日程第29、議案第74号 栃木県市町村消防災害

補償等組合を組織する地方公共団体の数の減少に

ついて及び日程第30、議案第75号 那須地区広域

行政事務組合を組織する地方公共団体の数の減少

及び規約の変更についての２件を一括議題といた

したいと思いますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（髙久武男君） 異議なしと認めます。 

  よって、議案第74号及び議案第75号の２件を一

括議題といたします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（君島 寛君） 議案第74号 栃木県市

町村消防災害補償等組合を組織する地方公共団体

の数の減少について、提案のご説明を申し上げま

す。 

  本案は、平成17年２月28日から佐野市、田沼町

及び葛生町を廃し、その区域をもって佐野市が設

置され、平成17年３月28日から氏家町及び喜連川

町を廃し、その区域をもってさくら市が設置され

たことに伴い、栃木県消防災害補償等組合を組織

する地方公共団体の数を47から44に減少させるこ

とにつきまして、関係市町村の協議を要すること

から、市町村合併の特例に関する法律並びに地方

自治法の規定に基づき、議会の議決を求めるもの

であります。 

  続きまして、議案第75号 那須地区広域行政事

務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び規

約の変更について、提案のご説明を申し上げます。 

  本案は、平成17年10月１日から湯津上村及び黒

羽町を廃し、その区域を大田原市に編入すること

に伴い、湯津上村、黒羽町が平成17年９月30日を

もって那須地区広域行政事務組合を脱退し、大田
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原市がその事務処理区域を引き継ぐことに伴い、

必要となります那須地区広域行政事務組合規約の

一部変更について、関係市町村の協議を要するこ

とから、地方自治法の規定に基づき、議会の議決

を求めるものであります。 

  以上、２件につきまして、よろしくご審議の上、

ご決定くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（髙久武男君） 説明が終わりました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎散会の宣告 

○議長（髙久武男君） 以上で、本日の議事日程は

全部終了いたしました。 

  本日はこれをもって散会いたします。 

  ご苦労さまでございました。 

 

散会 午後 零時０１分 
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